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効率的・体系的なデータの集め方 

株式会社野生動物保護管理事務所 

計画策定支援室 上席研究員 

平山 寛之 

令和元年度鳥獣保護管理に係る人材育成研修事業 

特定鳥獣（獣類）の保護管理に係る研修会 

 本講演の内容 

・任意報告の情報を効率的に集める・データ化する 

 

・報告義務のある情報を効率的に集める・データ化する 
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 任意報告の情報を集める 

任意報告やアンケート調査で得られる回答は、 

野生動物管理の上で重要な情報源となっている 

 …被害報告、目撃情報、出猟カレンダー等 

 

【メリット】協力が得られれば、安価に広範囲の情報を収集できる 

【デメリット】詳細な情報を求めることは難しく、誤った情報も含まれる 

 → 数多くの報告（回答）を集めることで、精度をカバーする 

 任意報告の情報を効率的に収集する 

・報告や回答への労力軽減が重要 

 → 回答のしやすいレイアウト、設問数 

   × 自由記入 

   ○選択式・チェック式 

・継続的な報告を求める場合、報告頻度や回答率の維持向上が必要 

 →普及や協力依頼も継続的に行う 
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 情報のフィードバックの例：出没カレンダー 

任意アンケートだが、 

野生動物管理で重要な情報源 

 

協力者への情報の 

フィードバックは回収率を 

維持向上するための1つの手段 

 任意報告の情報を効率的にデータ化する 

・出猟カレンダー、農業被害状況調査等のアンケート 

 … 年1回まとめてデータ化できれば良いが、件数は膨大 

 → OCR調査票の活用 

・出没や人身被害等の情報 

 … 都度のデータ化と共有が必要 

 → ブラウザからの入力やスマホアプリ等のシステム利用 
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 OCR調査票：出没カレンダーへの適用例 

・Optical Character Recognition：光学文字認識 

・記入内容をスキャンして、データ化 

兵庫県森林動物研究センターウェブサイト 
出猟カレンダー結果報告2015 

 ブラウザアプリでのデータ収集例 
  シカ情報マップ 

・スマホ等もしくウェブサイトから情報を入力 

https://shikadoko.jp/ 
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 ブラウザアプリでのデータ収集例 
  ここいた！ケモノ調査隊 

・スマホ等で撮影した画像をウェブサイトで送信 

http://kokoita-web.com 

 本講演の内容 

・任意報告の情報を効率的に集める・データ化する 

 ☑ 報告者の労力軽減、継続的な普及や協力依頼 

 ☑ OCR調査票やアプリ等の活用 

・報告義務のある情報を効率的に集める・データ化する 
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 報告義務のある情報を集める 

・捕獲情報…狩猟、許可捕獲（有害、捕獲事業） 

・調査報告…各種委託事業等 

 

・捕獲情報については「捕獲情報収集システム」 

  ＋ 情報収集体制の整備、アプリ等の活用 

・調査報告については、捕獲情報と併せた分析ができるよう整理 

 報告義務のある情報を集める 

・捕獲情報…狩猟、許可捕獲（有害、捕獲事業） 

・調査報告…各種委託事業等 

 

・捕獲情報については「捕獲情報収集システム」の活用 

  ＋ 情報収集体制の整備、アプリ等の活用 

・調査報告については、捕獲情報と併せた分析ができるよう整理 

ここでは捕獲関連の情報に絞る 
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 捕獲情報収集システム 

 捕獲情報収集システム 

・法定報告に事業評価に必要な項目を備えている 

・位置情報（メッシュ）の取得支援 

・法定報告用のデータを自動集計 

・市町村→都道府県→環境省 の報告と情報共有が容易に 
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 都道府県－市町村 で必要な体制整備 

・情報共有体制や報告体制の整備 

・捕獲の報告様式の統一 

 位置情報 

 捕獲の努力量（出猟人数、わな設置期間・台数） 

 銃猟であれば目撃情報 

→捕獲情報収集システムの報告項目に合わせた 

 基本調査票の設計 

 捕獲関連情報のデータ化のタイミング 

・捕獲成果の管理が不要  例）報償費の支払いがない狩猟での報告 

 → 年1回まとめてデータ化 

 

・捕獲成果の管理が必要  例）報償費の支払いがある有害鳥獣駆除 

・進捗管理、効率的な捕獲の上で情報共有が必要 

             例）指定管理者鳥獣捕獲等事業 

 → 都度あるいは定期的にデータ化 
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 捕獲事業でのデータ化と共有 

・どの項目をいつまでにデータ化・共有するか 

  例）捕獲数、位置、捕獲努力量、目撃や痕跡の情報等 

・優先順位はあるが、理想的にはすべての項目を即時共有したい 

・紙ベースの記録では、実現が極めて困難 

 

ブラウザアプリやスマホアプリを使用したシステム 

 捕獲業務管理システム：ディアナ 

 

 

 

 

 

 

・作業に付随する、日時、位置情報、写真等を即時にデータ化・共有 

・捕獲事業の安全管理と業務進捗管理、有害等の報償費の管理にも有用 

※作業者が圏外で入力した場合は、 
 通信環境下に移動後に確認できます。 
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 ディアナシステムでの作業イメージ 

 本講演の内容 

・任意報告の情報を効率的に集める・データ化する 

 ☑ 報告者の労力軽減、継続的な普及や協力依頼 

 ☑ OCR調査票やアプリ等の活用 

・報告義務のある情報を効率的に集める・データ化する 

 ☑ 捕獲情報収集システムの活用 

 ☑ 専用アプリ等を用いた即時データ化と共有 


